
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 
ＪＫ、インドで常識ぶっ壊される 

この度はイチオシ本に選んでいただき大変光栄に思います！ 

目まぐるしく変わるインドという国を、考えや感情が 

目まぐるしく変わる女子高生の時期に生き、感じ、 

書いた本です。ページを捲りながら、あなたに 

刺さるインドとの出会いがあれば嬉しいです。 

熊谷はるか  河出書房新社 
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同志少女よ、敵を撃て 

中学生の頃、私にとって図書館とは、 

世界につながる小さな窓でした。 

いろんな景色を覗いてみてください。 

私の小説からも何かが見えると思います。 

逢坂冬馬  早川書房 

１３歳からの地政学 

小難しい言葉がまったく出てこない物語にしています。 

日本も本当にいい国ですが、世界に目を向けたら 

もっと面白い。これから面白い人生を生きる皆さまを 

「カイゾクとの地球儀航海」にお連れできたら 

と思います。 

田中孝幸  東洋経済新報社 

熊谷はるかさんからの 

メッセージ 

上橋菜穂子さん 

からのメッセージ 

逢坂冬馬さんからの 

メッセージ 

町田そのこさんからの 

メッセージ 

宙ごはん 
町田そのこ  小学館 

食事とは明日を生きる力を養う大切な行為です。 

幸福な一日でも、哀しい一日でも、明日のために 

食事をする。その食事を誰と豊かに過ごすかが、 

明日を、ひいては人生を幸せに導いてくれると 

信じて描いた作品です。 

香君 上 

『香君』をお選びいただき、ありがとうございます。 

１０代の頃、読む喜びを与えてくれた物語は、 

いまも私の心の中で輝き続けています。 

『香君』が、そういう一冊になってくれるようなら、 

本当に嬉しいです。 

その本は 

本を読むこと、物語を綴ること、何かを創り出すこと。 

私たちはここに存在しているだけで無限の可能性が 

あるんだということを教えてくれる本です。 

読み終わったらきっとあなたもこう言いたくなるはず！ 

「その本は…」 

又吉直樹、ヨシタケシンスケ 田中孝幸さん 

からのメッセージ 

ズラータ、１６歳の日記 

この度は栄えあるランキングに選んでいただきまして 

ありがとうございます。この本は皆さんと同じ学生で 

あった著者がある日いきなり戦争になったときに、 

何を考え、一瞬一瞬をどう選択したかがリアルに 

つづられた日記になります。 

ズラータ・イヴァシコワ  世界文化社 

担当編集者さんからの 

メッセージ 

図書室のはこぶね 
名取佐和子  実業之日本社 

イチオシ本に選んでくださり、ありがとうございます。 

１冊の本をきっかけに、たった１週間で高校生の世界は 

グルリと変わる。変われるから、青春なのだ。 

光も影も尊い１週間の伴走者に、 

アナタも是非なってください。 

名取佐和子さんからの 

メッセージ 

上橋菜穂子  文藝春秋 

西から来た少女 
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ウクライナから来た少女 

ポプラ社 

担当編集者さんからの 

メッセージ 


